
堀内中央道改良工事、子ども園通路舗装工事など可決－９月定例会

４２億円の使い道を再チェック－２８年度決算を認定

林業振興、青の国ふだいの将来構想、副村長不在時の対応など  一般質問

２㌻～

８㌻～

元
気
だ
っ
た
ぁ
～
！

９
月
２２
日
、
村
敬
老
会
の
一
こ
ま
。「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
と
り
い
」
で
暮
ら
す
藤
島
ハ
ル
子
さ
ん

（
９１
）
は
、
以
前
住
ん
で
い
た
堀
内
地
区
の
皆
さ

ん
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

陳情１件を採択、発議案、臨時議会、議会の動きなど １１㌻～

４㌻～
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■９月定例会－補正予算の可決事項・質疑

道路改良の増額が決まった村道堀内中央線（写真は旧屯所付近）

　

平
成
２９
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
で
は
歳
入
歳
出
に
７
８
８

０
万
３
千
円
を
増
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
３０
億
５
０

６
９
万
７
千
円
と
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
教
育
施
設
等

整
備
基
金
積
立
金
２
０
０
０
万

円
、
河
津
桜
の
ま
ち
づ
く
り
創

出
事
業
３
８
８
万
８
千
円
、
子

検
討
す
る
よ
う
話
し
て
い
る
。

あ
と
積
立
金
の
総
額
は
１
億
円

と
な
る
。

　

し
か
る
べ
き
時
期
に
し
っ
か

り
議
員
方
と
相
談
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

三
船
教
育
長

　
　

小
中
一
貫
教
育
の
研
修
な

り
、
委
員
会
を
開
催
し
て
来
た

る
べ
き
一
貫
校
に
な
っ
た
場
合

に
、
備
え
る
た
め
の
準
備
を

着
々
と
進
め
て
い
る
。

▽
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

は
ど
れ
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
そ
し
て
、
建
設
時
期
は

い
つ
ご
ろ
か
。

柾
屋
村
長

　
　

基
本
的
に
小
中
一
貫
校

は
、
耐
用
年
数
を
踏
ま
え
た
中

で
一
応
新
築
を
考
え
て
い
る
。

　

財
政
的
な
部
分
か
ら
あ
と

３
、
４
年
は
掛
か
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

　

場
所
は
そ
の
組
織
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
教
育
委
員
会
に

嵯
峨
議
員

　
　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
費
「
華
の
ま
ち
」
の
と
こ
ろ

で
河
津
桜
を
植
え
る
４
カ
所
は

ど
こ
に
な
る
の
か
伺
う
。

道
下
政
策
推
進
室
長

　
　

役
場
周
辺
に
４０
本
、
普
代

浜
園
地
南
側
に
２０
本
、
普
代
ダ

ム
周
辺
に
６０
本
、
緑
の
村
広
場

お
よ
び
う
ね
と
り
荘
周
辺
に
２０

本
を
植
え
る
計
画
で
あ
る
。

金
子
議
員

　
　

教
育
施
設
等
整
備
基
金
積

立
金
皆
増
と
あ
る
が
、
新
し
く

校
舎
建
設
を
考
え
て
い
る
の

か
。
そ
れ
と
も
、
今
の
中
学
校

を
増
改
築
し
て
、
小
中
一
貫
校

と
し
て
進
め
る
の
か
伺
う
。

　

そ
れ
と
、
積
立
金
が
今
回
２

千
万
円
だ
が
、
現
在
、
積
立
金

ど
も
園
通
路
舗
装
工
事
２
０
０

万
円
、
村
道
補
修
工
事
９
２
０

万
円
、
村
道
堀
内
中
央
線
道
路

改
良
工
事
２
２
０
０
万
円
な
ど

の
増
額
で
す
。

　

※
国
民
健
康
保
険
・
簡
易
水

道
の
両
特
別
会
計
の
補
正
予
算

の
内
容
は
、
７
㌻
、「
９
月
定
例

会
で
決
ま
っ
た
議
案
」
の
表
で

説
明
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

補
正
予
算

教
育
施
設
基
金
な
ど

７
８
８
０
万
円
増
額

質

疑

河
津
桜
を
植
え
る

４
カ
所
は
ど
こ
か

答 問

９ 月
定例会

２８
年
度
の
決
算
４８
億
円
を
認
定

堀
内
中
央
線
の
道
路
改
良
費
を
増

教
育
施
設
整
備
基
金

小
中
一
貫
校
新
築
か

答

答

問

答

建設から約４０年が経つ普代中学校

　

３
、
４
年
後
に
向
け
て
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
な
方
策

を
学
校
と
一
体
と
な
っ
て
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

中
上
議
員

　
　

確
か
３
月
の
予
算
特
別

委
員
会
で
、「
補
正
予
算
で
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
は
応
急
的
に
で
も

造
っ
て
い
く
」
と
い
う
よ
う
な

話
し
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
計
画

は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、

関
係
者
に
は
説
明
を
し
て
い
る

の
か
。

松
葉
教
育
次
長

　
　

内
部
で
い
ろ
い
ろ
検
討
し

た
結
果
、
土
の
ま
ま
整
備
し
て

も
管
理
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

問
題
も
あ
り
、
今
、
再
検
討
し

て
い
る
途
中
で
あ
る
。
今
年
度

は
見
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

説
明
は
、
ま
だ
内
部
で
の
検

討
段
階
で
、
学
校
に
も
話
を
し

て
い
な
い
。
今
後
、
管
理
も
含

め
て
学
校
と
相
談
し
検
討
し
た

い
。

正
路
議
員

　
　

普
代
ダ
ム
公
園
に
河
津
桜

を
植
え
、
２０
〜
３０
年
後
に
観
光

地
化
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

ダ
ム
の
老
朽
化
は
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
く

の
か
伺
う
。

道
下
政
策
推
進
室
長

　
　

専
門
的
な
と
こ
ろ
で
、
こ

こ
で
回
答
で
き
る
範
ち
ゅ
う
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
研

究
を
深
め
て
い
く
。

　

村
議
会
第
７
回
定
例
会
（
９
月
定
例
会
）
が
９
月
１３
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
３
日
間
開
か
れ
、
一
般

会
計
と
２
つ
の
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
な
ど
６
議
案
が
審
議
さ
れ
、

全
員
賛
成
で
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
２８
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会
計
決
算
の

認
定
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
集
中
審
議
。
７
会
計
と
も
全
員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
３
議
員
が
登
壇
。
林
野
行
政
や
「
青
の
国
ふ
だ
い
」
の
状
況
、
副
村
長
の
不
在
に
つ

い
て
問
題
提
起
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
補
正
予
算
な
ど
の
内
容
、
質
疑
、
決
算
特
別
委
員
会
の
審

議
内
容
、
一
般
質
問
、
陳
情
、
委
員
会
リ
ポ
ー
ト
…
な
ど
の
内
容
で
お
届
け
し
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

計
画
ど
う
な
っ
た

問

答

ダ
ム
の
観
光
地
化

老
朽
化
対
策
は

問

河津桜が植樹される予定の普代ダム
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■９月定例会－決算審査

次の村づくりに生かすため

４２億円の使い道を再チェック！！
坂
下
住
民
福
祉
課
長

　
　

採
用
は
総
務
課
で
し
て
お

り
、
早
く
見
つ
け
て
ほ
し
い
と

は
思
う
が
、
村
の
採
用
条
件
で

あ
る
の
で
、
総
務
課
に
任
せ
て

い
る
。

川
向
総
務
課
長

　
　

職
員
の
確
保
に
つ
い
て
も

保
健
師
同
様
そ
う
い
う
条
件
は

付
け
て
い
る
。
定
住
確
保
を
図

る
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
規
程

を
外
す
と
こ
ろ
ま
で
は
考
え
て

い
な
い
。

柾
屋
村
長

　
　

緩
和
な
ど
に
つ
い
て
は
、

国
家
試
験
を
受
け
て
、
や
る
気

が
あ
れ
ば
と
い
う
と
こ
ろ
ま

答

で
、
軽
減
し
て
い
る
。
確
保
が

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
、
緩
和

で
き
る
も
の
は
し
て
、
と
い
う

思
い
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
応

募
は
な
い
が
、
住
所
要
件
も
村

全
体
を
考
え
て
の
方
向
で
あ

り
、
年
齢
制
限
も
幅
を
と
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
い
ず
れ
、

さ
ら
に
検
討
す
る
。

環
境
衛
生

熊
谷
委
員

　
　

ご
み
収
集
の
問
題
に
つ
い

て
分
別
、
減
量
な
ど
非
常
に
大

事
だ
が
、
簡
単
に
考
え
て
い
る

問

の
で
は
な
い
か
。
ご
み
ハ
ウ
ス

に
つ
い
て
も
、
分
別
の
種
類
が

増
え
て
い
る
中
で
あ
の
よ
う
な

小
さ
い
施
設
で
い
い
の
か
。

坂
下
住
民
福
祉
課
長

　
　

と
き
ど
き
、
地
区
か
ら
分

別
が
悪
く
運
ば
れ
て
い
な
い
ご

み
が
あ
る
と
電
話
も
い
た
だ
い

て
い
る
。
機
会
が
あ
る
ご
と
に

分
別
・
減
量
な
ど
、
資
源
ご
み

の
周
知
を
し
て
い
き
た
い
。

健
康
増
進

中
上
委
員

　
　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
金

１１
万
５
千
円
は
農
協
で
な
け
れ

ば
だ
め
な
の
か
。
助
成
は
ご
く

一
部
の
人
と
思
う
が
、
村
民
の

健
康
維
持
、病
気
の
早
期
発
見
、

医
療
費
の
抑
制
か
ら
も
、
も
っ

と
広
く
村
民
に
助
成
で
き
る
よ

う
な
か
た
ち
に
す
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

坂
下
住
民
福
祉
課
長

　
　

農
協
の
集
団
で
の
検
診
に

１
人
５
千
円
の
補
助
を
出
し
て

い
る
。
２８
年
度
は
２３
人
が
助
成

を
受
け
て
い
る
。
久
慈
市
な
ど

で
は
予
算
の
範
囲
内
で
個
人

に
も
補
助
は
出
し
て
い
る
よ
う

だ
。
来
年
度
以
降
に
な
る
が
、

予
算
査
定
の
際
に
検
討
し
た
い
。

子
育
て
支
援

正
路
委
員

　
　

児
童
福
祉
対
策
事
業
で
育

児
祝
い
金
の
支
払
い
方
法
は
。

ま
た
、
広
報
な
ど
で
取
り
上
げ

Ｐ
Ｒ
し
、
広
く
意
見
、
感
想
を

聞
き
な
が
ら
よ
り
良
い
制
度
に

し
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
、
考

え
を
伺
う
。

坂
下
住
民
福
祉
課
長

　
　

祝
い
金
は
口
座
振
り
込
み

と
な
っ
て
い
る
。
祝
い
金
が

ア
ッ
プ
し
た
こ
と
は
喜
ん
で
も

ら
っ
て
い
る
状
況
で
、
委
員
が

お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ
う
な
方
法

育
児
祝
い
金

広
く
周
知
を

問

の
思
い
は
も
っ
て
い
る
。

保
健
推
進

中
上
委
員

　
　

保
健
師
の
募
集
で
「
普
代

村
に
在
住
す
る
こ
と
」
と
い
う

条
件
が
あ
る
が
、
外
せ
な
い
も

の
か
。
ま
た
、
条
件
を
付
け
て

い
る
こ
と
に
確
固
た
る
理
由
が

あ
る
の
か
。

　

村
に
住
ん
で
も
ら
う
こ
と
も

重
要
だ
が
、
優
秀
な
人
材
を
確

保
す
る
こ
と
の
方
が
優
先
順
位

が
高
い
と
思
う
。
年
齢
制
限
も

上
げ
る
と
か
、
確
保
に
重
点
を

お
い
た
方
が
い
い
と
思
う
が
。

保
健
師
の
確
保

条
件
緩
和
を

問

　

決
算
特
別
委
員
会
（
金
子
泰
男
委
員
長
・
委
員
８
人
）
は
９
月
１３
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
３
日
間
開

か
れ
、
平
成
２８
年
度
の
一
般
会
計
予
算
（
前
年
度
比
２
・
９１
％
増
）
と
６
特
別
会
計
（
前
年
度
比
１８
・

３
％
減
）
の
総
額
４２
億
８
７
７
９
万
円
（
前
年
度
比
２
・
７７
％
減
）
を
審
査
し
ま
し
た
。
村
政
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
結
果
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

そ
の
中
の
質
疑
と
答
弁
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

前年度は台風被害の影響で中止となりましたが、本年度は県内外
から約３０００人が訪れ賑わった「海フェスタｉｎふだい」（１０月１日）

答

子
育
て
支
援
・
健
康
増
進
・
漁
業
振
興
・
税
な
ど

　
　
　
　
　

村
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
発
な
質
疑

答

平
成
２８
年
度
の
決
算
を
認
定
（
一
般
会
計
の
決
算
は
３５
億
２
７
６
１
万
８
千
円
）

ご
み
の
収
集
問
題

施
設
も
小
さ
い

答

人
間
ド
ッ
ク
助
成
金

広
く
村
民
を
対
象
に

答

育児祝い金は、第１子１５万円、第２子２０万円、
第３子以降３０万円が村から支給されます

ふだいまつり

　　スナップ集
答

問
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平
成
２８
年
度
は
普
代
浜
園

地
整
備
事
業
な
ど
の
震
災
復

興
事
業
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

設
、
道
路
改
良
工
事
、
地
域

活
動
拠
点
整
備
事
業
（
鳥
居

地
区
公
民
館
の
建
築
）
、
台

風
１０
号
災
害
復
旧
工
事
な
ど

が
行
わ
れ
、
歳
出
は
前
年
度

に
比
べ
１
億
２
２
０
８
万
７

千
円
（
２
・
７７
％
）
の
減
と

な
っ
て
い
る
。

　

一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別

会
計
全
会
計
総
額
の
実
質
収

支
は
１
億
６
９
５
２
万
３
千

円
で
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

基
金
の
残
高
も
１７
億
６
０
１

５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
中

央
区
の
和
村
淑し

ゅ
く
こ子
さ
ん
（
６９
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
、

柾
屋
村
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

和
村
さ
ん
は
、
現
在
７
期
２１

年
目
で
１２
月
３１
日
ま
で
が
任
期

で
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
上
区
の

佐
々
木
康
雄
さ
ん
（
６８
）
を
教

育
委
員
会
委
員
に
任
命
す
る
こ

と
を
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
３３
年
９
月
３０

議案番号等 議　　　　　案 審議結果

議案
第１号

平成２９年度普代村一般会計補正予算（第３号）
　補正額7880万3千円を追加し、歳入歳出予算の総額
をそれぞれ30億5069万7千円にしました。歳出では、
小中一貫校建設に伴う教育施設等整備積立金2000万円、
華のまち・普代村（河津桜のまちづくり）創出事業388
万8千円を増額。また、子ども園通路舗装工事200万円、
自然休養村管理センター修繕料90万8千円を増額、土木
費では、村道補修工事に920万円、村道堀内中央線道路
改良工事に2200万円などを増額。

可決
（全員賛成）

議案
第２号

平成２９年度普代村国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）
　補正額35万5千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそ
れぞれ4億6935万 5千円にしました。国民健康保険の県
への移行のための電算共同処理委託料 15万 8千円、前
年度の実績による償還金19万7千円を増額するもの。

議案
第３号

平成２９年度普代村簡易水道特別会計補正予算
（第２号）
　補正額65万1千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそ
れぞれ1億3614万4千円にしました。普代駅舎の改修に
伴う水道の修繕110万円が主なもの。

議案
第４号

普代村教育委員会委員の任命に関し同意を求め
ることについて
　任期満了に伴い、佐々木康雄現教育委員会委員の再任
に関し同意を求めるもの。

同意
（全員賛成）

諮問
第１号

人権擁護委員候補者の推薦に対する意見の答申
について
　人権擁護委員候補者・和村淑子氏の推薦について、議
会に意見を求めるもの。

適任

報告
第１号

平成２８年度普代村の財政の健全化判断比率及び
資金不足比率について

認定
第１号

平成２８年度普代村一般会計並びに各特別会計決
算の認定について

認定
（全員賛成）

発議案
第１号

「全国森林環境税の創設に関する意見書」の提出
について
　森林・林業・山村対策の抜本的強化を図るための「全
国森林環境税」の早期導入を、国に要望するもの。

可決
（全員賛成）

◆９月定例会で決まった議案等 ◆

人　

事

次の㌻から

「一般質問」

質問者と内容

　９月定例会の一般質問には、正路正
敏議員、野場義時議員、中上一登議員
の３人が登壇しました。
　一般質問は、本会議で議員が執行機
関である村長などに対し、村政全般に
関する、事務の執行状況、村政の方針
などについて質問し、報告または説明
を求めるものです。
　村議会の一般質問は「一

いちもんいっとう

問一答方式」
で行っており、１人６０分の制限時間
内で質問・答弁を繰り返します。

８p

【１番目】

正
しょ う じ

路 正
ま さ と し

敏 議員

①村所有林の売却、民有林の伐採後の
対応などは
②児童生徒の登下校の安全確保策問う

教
育
委
員
会
委
員

佐
々
木
さ
ん
を
再
任

■９月定例会－決算審査

村の課題を熱く議論！

９p

【２番目】

野
の ば

場 義
よ し と き

時 議員

①株式会社「青の国ふだい」の状況と、
普代駅舎改修後の構想聞く

１０p

【３番目】

中
なか

上
が み

 一
か ず

登
と

 議員

①副村長不在の体制問う

人
権
擁
護
委
員
に

和
村
さ
ん
推
薦
同
意

監
査
意
見

松
葉

明あ

き

ひ

と人

大
上

浩ひ

ろ

し史

監
査
委
員

監
査
委
員

監査報告をする松葉代表監査

　

村
税
合
計
の
徴
収
率
は
、

９４
・
４９
％
で
、
前
年
度
比

０
・
２４
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て

い
る
。
自
主
財
源
と
な
る
税

収
の
確
保
や
公
平
性
と
い
う

見
地
か
ら
も
、
徴
収
体
制
の

強
化
を
図
り
、「
岩
手
県
地

方
税
特
別
滞
納
整
理
機
構
」

と
も
連
携
を
密
に
し
、
さ
ら

な
る
徴
収
体
制
の
強
化
を

望
む
。
特
別
会
計
は
、
そ
れ

ぞ
れ
独
立
採
算
の
原
則
に
立

ち
、
歳
入
の
増
収
と
経
費
節

減
な
ど
に
意
を
配
し
、
一
層

の
努
力
を
期
待
す
る
。

　

今
後
も
村
民
の
行
政
に
対

す
る
期
待
は
大
き
く
、
財
政

需
要
は
さ
ら
に
増
大
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
事
務
事
業

の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
優

先
度
、
緊
急
度
を
十
分
考
慮

し
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
一
層

効
果
的
な
行
政
運
営
に
努
め

ら
れ
た
い
。 

効果的な行政運営を

漁
業
振
興

嵯
峨
委
員

　
　

す
き
昆
布
の
乾
燥
効
率
化

に
よ
る
漁
業
経
済
の
安
定
化
を

図
る
た
め
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
、
ど
う
い
う
結
果
が
出
た
の

か
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
漁
家

に
周
知
し
た
の
か
伺
う
。

太
田
建
設
水
産
課
長

　
　

セ
イ
ロ
な
ど
の
場
所
の
関

係
、
風
の
吹
き
出
し
な
ど
の
関

係
で
棚
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な

り
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
効
率

的
な
乾
燥
結
果
が
で
る
か
調
査

し
た
。
結
果
は
出
て
こ
な
い

が
、
来
年
度
以
降
に
再
度
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。

税
の
滞
納
改
善

野
場
委
員

　
　

国
保
特
別
会
計
の
収
入
未

済
額
の
医
療
費
分
２
５
４
万
４

３
３
７
円
、
そ
の
ほ
か
後
期
高

齢
、
介
護
保
険
分
も
あ
る
わ
け

だ
が
、
こ
の
未
納
は
何
名
分
な

問

の
か
。

横
田
税
務
出
納
課
長

　
　

現
年
度
分
で
の
未
納
は
３３

名
に
な
る
。

税
の
滞
納
改
善

大
上
委
員

　
　

国
保
特
別
会
計
の
収
入
未

済
額
の
残
高
が
約
１
７
０
０
万

円
だ
が
、
こ
れ
を
減
に
す
る
た

め
、
各
課
が
連
携
し
て
何
か
ペ

ナ
ル
テ
ィ
を
考
え
た
の
か
、
何

か
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
の

か
。

　

ま
た
２８
年
度
分
の
未
納
額
は

い
く
ら
増
え
た
の
か
、
併
せ
て

聞
く
。

横
田
税
務
出
納
課
長

　
　

分
納
誓
約
の
強
化
、
各
種

調
査
、
各
種
差
し
押
さ
え
な
ど

を
し
収
納
に
努
め
て
き
た
。

　

ま
た
２８
年
度
分
の
滞
納
額

は
、
２７
年
度
分
に
対
し
て
１
５

０
万
円
ほ
ど
増
え
て
い
る
。

　

２８
年
度
は
、
貯
金
差
し
押
さ

え
、
給
与
差
し
押
さ
え
な
ど
を

実
施
し
、
滞
納
の
減
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

答

す
き
昆
布
乾
燥

効
率
化
結
果
は

収
入
未
済
額
は

何
名
分
な
の
か

問

問

税
の
滞
納
に
対
し

対
策
は
講
じ
た
か

答

全員起立で２８年度決算は認定されました

答
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旧
消
防
分
署
前
か
ら
学
校
ま

で
緑
に
塗
ら
れ
た
ゾ
ー
ン
が
施

さ
れ
、
登
下
校
時
は
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
の
皆
さ
ん
に
よ
る
見
守

り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
水
門
北

側
も
色
分
け
し
た
道
路
で
あ
れ

ば
い
い
の
か
な
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
対
応
策
を
伺
う
。

三
船
教
育
長　

具
体

的
な
対
策
と
し
て
、

通
学
路
安
全
推
進
会
議
を
設
置

し
、
平
成
２７
年
６
月
「
普
代
村

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
策
定
。
旧
消
防
分
署
前

か
ら
の
カ
ラ
ー
舗
装
も
、
会
議

で
検
討
さ
れ
昨
年
実
施
し
た
。

　

横
町
か
ら
旭
日
区
に
通
じ
る

Ｔ
字
路
も
出
会
い
頭
の
危
険
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
と
歩
道
代
わ
り
と
な
る
通

路
帯
を
整
備
、
水
門
付
近
も
路

側
帯
を
整
備
し
、
歩
道
分
を
確

保
し
、
車
両
の
減
速
を
促
す
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

　

可
能
な
限
り
、
危
険
箇
所
排

除
の
策
を
講
じ
、
通
学
路
の
安

全
確
保
に
努
め
る
。

村
所
有
の
山
林
が
ど

の
ぐ
ら
い
あ
り
、
伐

採
適
期
に
あ
る
立
木
の
随
時
売

却
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

個
人
所
有
の
山
林
の
伐
採
後

に
つ
い
て
、
国
、
県
、
村
の
補

助
も
あ
り
植
林
な
ど
積
極
的
な

働
き
か
け
も
必
要
と
思
う
が
ど

う
か
。

　

ま
た
、
松
く
い
虫
・
な
ら
枯

れ
が
急
速
に
北
上
し
て
い
る
。

そ
の
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

「
一
般
質
問
」

問
う

正
路
正
敏

村所有の立木販売を
植林の働きかけを
適期のものは販売、植林する

柾屋村長

質
問

柾
屋
村
長　

村
所
有

の
山
林
は
合
計
で
２

４
６
町
歩
、
内
訳
は
、
そ
の
他

広
葉
樹
が
１
４
０
町
歩
、
針
葉

樹
が
１
０
６
町
歩
と
な
る
。

　

広
葉
樹
は
特
に
も
、
シ
イ
タ

ケ
原
木
に
活
用
で
き
る
山
林
で

適
期
に
あ
る
も
の
は
、
売
却
、

伐
採
、
植
林
に
、
順
次
取
り
組

み
を
進
め
る
。

　

今
後
、
池
名
か
ら
和
野

山
方
面
準
備
の
た
め
、
作

業
道
の
補
修
費
用
を
計
上

し
て
お
り
、
広
葉
樹
の
植

林
部
分
３０
町
歩
、
天
然
林

１０
町
歩
程
度
可
能
と
み
ら

れ
、
複
数
年
か
け
売
却
へ

と
進
め
た
い
。

　

民
有
林
で
の
植
林
の
推

進
に
つ
い
て
０
・
１
ｈ
ａ

以
上
の
植
林
に
、
国
、
県

併
せ
て
最
大
で
６８
％
の
補

助
制
度
、
広
葉
樹
で
あ
れ

ば
村
単
独
の
１
割
補
助
も

加
え
活
用
で
き
、
そ
の
周

知
な
ど
を
行
う
。

　

ま
た
松
く
い
虫
被
害
が

答
弁

大
船
渡
市
ま
で
、
な
ら
枯
れ
被

害
が
宮
古
市
ま
で
北
上
。
県
で

は
巡
回
を
徹
底
し
、
村
で
も
発

見
し
た
際
は
担
当
課
に
連
絡
す

る
こ
と
と
し
、
早
期
発
見
、
早

期
駆
除
な
ど
、
監
視
体
制
を
強

化
す
る
。

総
務
常
任
委
員
会
で

８
月
２８
日
、「
子
育

て
世
代
の
お
母
さ
ん
方
と
の
広

聴
会
」
で
お
話
を
伺
っ
た
。
活

発
な
ご
意
見
、
ご
議
論
を
い
た

だ
い
た
中
で
、「
通
学
路
の
宇

留
部
防
潮
堤
水
門
付
近
の
見
通

し
が
悪
く
危
険
を
感
じ
る
」
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。

質
問

答
弁

通
学
路
の
危
険

安
全
対
策
示
せ

危
険
箇
所
の
策
講
じ

安
全
確
保
に
努
め
る

山林の適正な管理が必要とされます

民
有
林
の
植
林
に
は

国
な
ど
の
補
助
活
用
を

野
場
義
時

「青の国ふだい」の
将来構想示せ

駅改修で集客アップ図り、黒字見込む
柾屋村長

「
一
般
質
問
」

問
う

林業振興地方創生

交
通
安
全

宇留部防潮堤水門付近の通学路

円
の
黒
字
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
設
立
初
年
度
の
経
常
利
益

は
、
１
９
０
万
円
の
赤
字
に
計

画
し
て
い
る
が
、
少
な
く
済
む

よ
う
努
力
を
す
る
。

初
年
度
は
黒
字
は
無

理
と
し
て
、
将
来
的

に
村
が
負
担
す
る
額
は
、
ど
う

試
算
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
将
来
、「
く
ろ
さ
き

荘
」
を
株
式
会
社
に
委
託
す
る

考
え
は
な
い
か
。

柾
屋
村
長　

初
年
度

の
赤
字
以
後
は
、
数

十
万
円
の
黒
字
を
見
込
ん
で
い

る
。
く
ろ
さ
き
荘
の
委
託
は
、

村
全
体
の
観
光
振
興
な
ど
の
中

で
判
断
し
た
い
。

会
社
の
運
営
状
況

を
、
議
会
に
示
す
考

え
は
あ
る
か
。
村
民
の
注
目
の

会
社
な
の
で
、
人
口
減
少
の
抑

え
、
生
産
力
の
向
上
、
雇
用
促

進
の
拡
大
、
普
代
村
の
地
域
力

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。

柾
屋
村
長　

運
営
状

況
は
、
取
締
役
の
方

々
と
相
談
し
て
報
告
す
る
考
え

で
あ
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
観
光

ま
ち
づ
く
り
会
社

「
株
式
会
社
青
の
国
ふ
だ
い
」
の

今
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

駅
舎
改
修
後
の
構
想
、
何
を
強

み
と
し
て
村
を
Ｐ
Ｒ
し
、
販
売

し
て
い
く
の
か
。

　

さ
ら
に
、
農
林
水
産
業
を
ど

の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
、
産

業
・
企
業
を
集
積
し
、
そ
れ
に

携
わ
る
人
材
育
成
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

柾
屋
村
長　

設
立
か

ら
半
年
で
会
社
と
し

て
の
業
務
推
進
の
諸
準
備
が
整

い
、
対
外
的
に
も
会
社
が
認
知

さ
れ
つ
つ
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

　

経
営
面
で
は
、
現
在
仮
設
店

舗
で
の
営
業
で
、
売
り
上
げ
な

ど
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
販
売

の
足
固
め
や
戦
略
展
開
な
ど

は
、
改
築
後
観
光
セ
ン
タ
ー
に

入
り
本
格
的
に
取
り
組
み
た

い
。

　

た
だ
、
販
路
開
拓
は
、
県
内

の
ホ
テ
ル
や
道
の
駅
な
ど
新
規

質
問

取
引
先
１６
社
を
含
め
、
拡
大
し

て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
の
導
入
や
地
元
産
の
ア
カ
モ

ク
、
ト
ビ
ウ
オ
を
活
用
し
た
商

品
づ
く
り
も
進
め
て
い
る
。
時

間
は
か
か
る
が
、
今
後
の
販
売

増
に
期
待
し
て
い
る
。

　

今
般
の
改
修
で
施
設
の
フ

ラ
ッ
ト
化
、
売
り
場
や
展
示
・

交
流
そ
し
て
産
直
ス
ペ
ー
ス
な

ど
が
充
実
で
き
、
集
客
力
、
販

売
力
、
発
進
力
も
ア
ッ
プ
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

　

村
の
強
み
は
ト
レ
イ
ル
、
ジ

オ
、
御
神
楽
、
海
産
物
な
ど
で
、

工
夫
次
第
で
売
れ
筋
も
多
く
あ

る
。

　

ま
た
、
株
主
の
産
業
４
団
体

と
岩
手
銀
行
さ
ん
に
既
に
諸
々

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
器
具
・
機
材
、

原
料
な
ど
を
提
供
い
た
だ
き
、

連
携
・
協
力
が
密
に
な
り
、
会

社
設
立
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考

え
る
。

　

す
ぐ
に
と
は
い
か
な
い
が
、

人
材
の
導
入
、
育
成
を
強
化
で

き
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
、

成
果
を
出
せ
る
よ
う
に
取
り
組

む
。

今
期
の
売
り
上
げ
予

定
は
１
７
０
０
万
円

だ
が
、
受
託
事
業
以
外
の
収
入

は
何
％
で
、
金
額
は
ど
の
程
度

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　

も
し
赤
字
の
場
合
、
出
資
金

の
取
り
崩
し
も
あ
る
の
か
。

柾
屋
村
長　

受
託
部

門
な
ど
を
含
め
、
出

資
金
に
関
係
な
く
、
５
８
０
万

答
弁 初

年
度
は
赤
字
だ
が

以
後
は
黒
字
見
込
む

答
弁 新

規
取
引
先
16
社

駅
改
築
後
に
本
格
化

内装工事が行われている普代駅舎（１０月３１日）

質
問 今

期
の
売
り
上
げ
は

も
し
赤
字
の
場
合
は

答
弁

質
問

質
問

答
弁
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柾
屋
村
長　

前
副
村

長
さ
ん
の
よ
う
な
信

頼
が
あ
る
方
で
、
行
政
に
も
精

通
し
て
い
る
方
が
受
け
て
も
ら

え
る
か
心
配
で
あ
る
。
県
内
の

状
況
な
ど
も
参
酌
し
て
検
討
し

て
い
く
。

副
村
長
不
在
に
よ
り

ど
う
な
る
な
ど
、
住

民
不
安
払
拭
の
た
め
に
も
村

民
、
議
会
に
も
っ
と
伝
え
て
も

ら
い
た
い
。柾

屋
村
長　

事
前
に

議
会
と
の
全
員
協
議

会
で
も
話
し
て
い
る
。
８
月
の

臨
時
議
会
の
際
に
も
、
異
例
で

は
あ
る
が
副
村
長
退
任
に
つ
い

て
と
、
今
後
の
考
え
に
つ
い
て

の
行
政
報
告
も
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
も
っ
と
細
部
の
部
分
が

不
足
と
い
う
事
な
の
で
、
今
後

心
掛
け
る
。

　

１
０
０
万
人
最
後
の
１
人
ま

で
情
報
を
こ
ま
ご
ま
全
て
と
い

う
よ
う
な
こ
と
で
限
界
は
あ
る

が
、
そ
う
い
っ
た
部
分
で
可
能

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
ま
だ
不
足
し
て
け
し
か
ら
ん

と
、
い
う
ふ
う
な
こ
と
で
す
の

で
し
っ
か
り
取
り
組
む
よ
う
努

め
て
い
く
。

副
村
長
不
在
に
つ
い

て
以
下
の
３
点
を
伺

う
。
①
村
長
不
在
時
の
職
務
代

行
者
は
誰
か
②
組
織
体
制
変
更

は
あ
る
か
③
新
た
な
選
任
の
考

え
は
。

柾
屋
村
長　

①
地
方

自
治
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
総
務
課
長
、
税
務
出
納

課
長
、
建
設
水
産
課
長
、
住
民

福
祉
課
長
の
順
で
代
理
す
る
。

　

災
害
時
に
は
、
対
策
副
本
部

長
が
２
人
で
あ
っ
た
が
、
教
育

長
１
人
と
な
る
。

　

②
現
組
織
体
制
を
維
持
す

る
。

　

③
県
内
町
村
の
就
任
状
況
を

参
酌
し
て
検
討
を
続
け
る
。

人
口
減
少
に
よ
る
も

ろ
も
ろ
の
課
題
が
山

積
し
て
い
る
中
で
の
途
中
辞
任

は
、
ト
ッ
プ
同
士
の
村
政
へ
の

認
識
の
ズ
レ
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
の
か
。

柾
屋
村
長　

副
村
長

さ
ん
と
の
間
で
の
課

題
な
ど
の
共
有
は
し
っ
か
り
と

し
て
い
た
。
副
村
長
さ
ん
が
今

「
一
般
質
問
」

問
う

中
上
一
登

今後の副村長は？

状況を参
さ ん し ゃ く

酌して検討続ける

柾屋村長

質
問

答
弁 総

務
課
長
が
代
理

災
害
時
は
教
育
長

後
の
こ
と
を
考
え
て
、
先
々
の

こ
と
を
執
り
行
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。

任
期
途
中
辞
任
と
い

う
こ
と
が
、
組
織
内

で
の
認
識
の
ズ
レ
と
判
断
で
き

る
。
今
後
、
職
員
と
も
課
題
に

向
か
っ
て
の
認
識
統
一
は
大
丈

夫
か
。

柾
屋
村
長　

副
村
長

さ
ん
退
任
の
際
に
課

質
問

答
弁

長
級
に
話
し
て
い
た
の

で
職
員
も
頑
張
る
つ
も

り
で
い
る
。
市
町
村
で

副
市
町
村
長
を
置
か
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

県
な
ど
か
ら
の
派
遣

も
多
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
村
民
の
福
祉
の
向

上
が
図
ら
れ
る
人
材
を

と
今
一
生
懸
命
考
え
て

い
る
。

副
村
長
が
い

な
い
と
こ
ろ

は
最
初
か
ら
そ
れ
な
り

の
体
制
を
作
っ
て
い
る
。
当
村

の
状
況
と
は
違
う
。
規
定
に

よ
っ
て
総
務
課
長
な
ど
が
副
村

長
を
代
理
す
る
と
い
う
話
で

あ
っ
た
が
、
村
民
に
も
議
会
に

も
周
知
は
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
用
意
は
な
か
っ
た
の
か
。

柾
屋
村
長　

副
村
長

が
欠
け
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
誰
が
ど
こ
を
代
理
す

る
な
ど
の
広
報
を
す
る
こ
と

は
、
現
時
点
で
は
予
定
し
て
い

な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

も
う
一
度
確
認
す
る

が
、
次
の
副
村
長
は

ど
の
よ
う
に
村
長
の
方
針
の
中

で
考
え
て
い
る
の
か
、
構
想
を
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

空席となっている議場の副村長席

任
期
途
中
の
辞
任
で

認
識
統
一
は
大
丈
夫
か

質
問

職
員
は
頑
張
る

つ
も
り
で
い
る

い
情
勢
に
あ
る
ほ
か
、
市
町
村

が
、
森
林
政
策
、
山
村
対
策
に

取
り
組
む
安
定
的
な
財
源
が
大

幅
に
不
足
し
て
い
る
。

　

政
府
は
国
民
に
等
し
く
負
担

を
求
め
る
森
林
環
境
税（
仮
称
）

の
創
設
の
方
針
を
示
し
、
山
村

地
域
の
市
町
村
の
森
林
吸
収
源

対
策
の
推
進
や
、
安
定
し
た
雇

用
の
場
の
確
保
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
防

止
、
国
土
保
全
や
地
方
創
生
な

ど
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
森

林
・
林
業
・
山
村
対
策
の
抜
本

的
強
化
を
図
る
た
め
の
「
全
国

森
林
環
境
税
」
の
早
期
導
入
を

国
に
要
望
す
る
も
の
。

▼
採
択
の
理
由

　

審
査
で
は
、
県
の
「
森
づ
く

り
県
民
税
」
と
の
関
連
も
あ
る

が
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
森
林

▼
陳
情
人

　

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進

議
員
連
盟　

会
長　

板
垣
一
徳

▼
陳
情
の
内
容

　

全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に

関
す
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る

陳
情

　

地
球
温
暖
化
対
策
が
国
際
的

に
約
束
さ
れ
て
い
る
中
、
森
林

吸
収
源
対
策
が
不
可
欠
と
さ
れ

て
い
る
。
山
村
地
域
の
市
町
村

で
は
、
林
業
従
事
者
の
高
齢

化
・
後
継
者
不
足
な
ど
、
厳
し

皆
さ
ん
か
ら
の

陳
情
２
件
を
審
査
・
１
件
を
採
択

請
願
・
陳
情

　

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
２
件
で
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
（
金
子
泰
男
委
員
長
）、
産
業
経
済
常

任
委
員
会
（
野
場
義
時
委
員
長
）
で
審
査
し
た
結
果
、

１
件
は
採
択
、
も
う
１
件
は
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に

決
定
。
本
会
議
で
も
全
員
賛
成
し
、
発
議
案
と
し
て
国

に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

森と人との共存が求められています

森
林
環
境
税

早
期
導
入
を

答
弁

答
弁

質
問

の
保
全
な
ど
か
ら
、
本
陳
情
の

主
旨
は
妥
当
で
あ
る
と
全
会
一

致
で
「
採
択
」
と
し
た
。

▼
陳
情
人

　

私
学
助
成
を
す
す
め
る
岩
手

の
会　

会
長　

土
屋
直
人

▼
陳
情
の
内
容

　

私
学
教
育
を
充
実
・
発
展
さ

せ
る
た
め
の
陳
情

　

現
在
、
私
立
学
校
の
経
営
基

盤
は
、
厳
し
い
環
境
に
あ
り
保

護
者
の
学
費
負
担
は
家
計
を
大

き
く
圧
迫
し
て
い
る
。
ま
た
、

生
徒
一
人
当
り
に
か
け
ら
れ
る

教
育
費
が
公
立
学
校
と
比
べ
て

低
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
教
育
条
件
の

維
持
、
向
上
と
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
私
立
学
校
の
経
営
の
健
全

化
に
資
す
る
た
め
、
運
営
費
を

は
じ
め
と
す
る
公
費
助
成
の

一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
私
学
助
成

に
つ
い
て
、
過
疎
地
域
の
私
立

高
校
に
対
す
る
特
別
助
成
の
増

額
を
含
め
、
私
学
助
成
金
を
さ

ら
に
充
実
す
る
こ
と
を
求
め
る

も
の
。

▼
継
続
審
査
の
理
由

　

審
査
で
は
、
私
学
教
育
の
充

実
は
、
公
立
高
校
と
の
関
連
、

私
立
高
校
が
設
置
さ
れ
て
い
る

市
な
ど
の
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら

に
調
査
が
必
要
と
の
こ
と
か

ら
、
本
陳
情
の
主
旨
は
「
継
続

審
査
」が
妥
当
で
あ
る
と
し
た
。

私
学
へ
の
助
成

増
額
・
充
実
を

全国森林環境税の

創設に関する

意見書を国に提出

　９月定例会で「全国森林

環境税の創設に関する意見

書」が、議員発議で提案さ

れ、これを可決。国に対し

意見書を送付しました。

  内容は、上記陳情のとお

り、山村地域の森林政策の

推進、後継者確保、雇用対

策、山村対策の強化を図る

ため、国民に等しく負担を

求める「全国森林環境税」

の早期導入を要望するもの

です。

▼提出先…内閣総理大臣　

財務大臣　総務大臣　農林

水産大臣　環境大臣　経済

産業大臣　衆議院議長　参

議院議長

議員発議

村政運営
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▽
工
事
名
…
２８
災
７
３
２
号

村
道
普
代
平
井
賀
線（
羅
賀
橋
）

橋
梁
災
害
復
旧
工
事
▽
場
所
…

普
代
地
内
▽
契
約
額
…
１
億
６

５
２
４
万
円
▽
請
負
者
…
株
式

会
社
小
山
組

　

村
議
会
第
８
回
臨
時
議
会

は
、
９
月
２９
日
開
会
、
同
日
閉

会
し
ま
し
た
。
審
議
し
た
案
件

は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
同

休
養
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
な
ど
５
議
案
。
全
員
賛
成

で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
太
田
名
部
地
域
活
動
拠
点
施

設
建
築
工
事
の
請
負
契
約
の
締

結
　

太
田
名
部
地
域
活
動
拠
点
施

設
（
地
区
公
民
館
）
を
旧
太
田

名
部
児
童
館
跡
地
に
新
築
し
ま

第
５
回
臨
時
議
会

会
し
ま
し
た
。
案
件
は
、
休
養

施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

と
、
村
道
普
代
平
井
賀
線
（
羅

賀
橋
）
橋
梁
災
害
復
旧
工
事
の

請
負
契
約
の
締
結
２
件
。
審
議

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原
案
可

決
し
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
休
養
施
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額
２
７
０
万
円
を
増
額

し
、
総
額
で
１
億
１
９
５
０
万

円
と
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
く

ろ
さ
き
荘
の
大
広
間
の
空
調
設

備
修
繕
工
事
２
７
０
万
円
で

す
。

▽
村
道
普
代
平
井
賀
線
（
羅
賀

橋
）
橋
梁
災
害
復
旧
工
事
の
請

負
契
約
の
締
結

す
。
約
５７
坪
の
木
造
平
屋
建
て

で
、
冷
暖
房
施
設
、
ガ
ス
発
電

機
が
備
え
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

▽
工
事
名
…
太
田
名
部
地
域

活
動
拠
点
施
設
建
築
工
事
▽
場

所
…
太
田
名
部
地
内
▽
契
約
額

…
７
４
０
８
万
８
千
円
▽
請
負

者
…
日
向
建
築

▽
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　

補
正
額
１
７
１
４
万
６
千
円

を
増
額
し
、
総
額
で
３０
億
６
７

８
４
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
衆
議
院
議
員
選

挙
費
４
５
２
万
円
を
増
額
し
た

ほ
か
、
普
代
駅
観
光
セ
ン
タ
ー

の
開
所
記
念
事
業
１
０
０
万

円
、
南
浜
住
宅
建
替
工
事
８
９

０
万
円
、
９
月
の
大
雨
で
土
砂

崩
れ
の
あ
っ
た
村
道
南
白
井
港

線
の
応
急
復
旧
工
事
費
１
０
０

万
円
な
ど
を
増
額
し
ま
し
た
。

▽
村
道
駅
前
１
号
線（
沢
山
橋
）

道
路
改
良
工
事
の
変
更
請
負
契

約
の
締
結　

　

村
議
会
第
５
回
臨
時
議
会

は
、
７
月
１９
日
開
会
、
同
日
閉

会
し
ま
し
た
。
審
議
し
た
案
件

は
福
祉
バ
ス
購
入
に
か
か
る
財

産
取
得
で
、
全
員
賛
成
で
原
案

可
決
し
ま
し
た
。
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

▽
取
得
目
的
…
福
祉
バ
ス
の

更
新
（
中
型
・
３５
人
乗
り
）
▽
取

得
価
格
…
２
１
４
９
万
２
千
円

▽
取
得
先
…
盛
岡
い
す
ゞ
モ
ー

タ
ー
株
式
会
社
久
慈
営
業
所

　

村
議
会
第
６
回
臨
時
議
会

は
、
８
月
４
日
開
会
、
同
日
閉

２
１
０
０
万
円
で

福
祉
バ
ス
を
更
新

委員会リポート

　総務常任委員会（金子泰男委員長、委員４人）は８月２８日に、

産業経済常任委員会（野場義時委員長、委員４人）は９月２１日

に、それぞれ所管事務の調査を行いました。総務常任委員会は、

子育て世代のお母さん方から、村の子育て支援策の評価や施策の

充実度などを調査。また産業経済常任委員会では、田老漁協のア

ワビ種
しゅびょう

苗生産施設を視察し増殖状況などを調査しました。

子育て世代に理解深める
総務常任委員会

減
に
よ
る
中
学
校
の
部
活
動
の

問
題
、
小
中
一
貫
校
の
構
想
な

ど
を
聞
き
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
方
か
ら
は
、「
小

さ
い
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

遊
べ
る
場
所
が
ほ
し
い
」「
兄

弟
が
多
い
と
通
学
費
も
か
か

る
。
三
陸
鉄
道
で
通
学
す
る
生

徒
に
何
割
か
で
も
助
成
が
あ
れ

ば
い
い
」「
村
の
子
育
て
支
援

は
充
実
し
て
い
る
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
活
動
に
関
し
て
は
「
運
動

も
音
楽
も
苦
手
な
子
ど
も
で

も
、
何
ら
か
の
部
活
に
入
る
の

で
、
嫌
な
こ
と
を
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の

が
心
配
」
と
い
う
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

は
「
今
の
場
所
は
危
険
。

ま
た
災
害
が
あ
れ
ば
怖

い
。
で
き
れ
ば
高
台
、
利

便
性
の
良
い
場
所
に
」
と

い
う
一
方
で
、「
子
ど
も

が
少
な
く
な
る
中
、
お
金

を
か
け
る
の
も
ど
う
か
」

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、

有
意
義
な
広
聴
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

総
務
常
任
委

員
会
の
調
査
に

は
、
金
子
泰
男

委
員
長
ほ
か
、

中
上
一
登
副
委

員
長
、
正
路
正

敏
委
員
、
森
田

幸
一
委
員
の
４

人
が
参
加
。
子

育
て
世
代
の
お

母
さ
ん
方
１１
人

か
ら
、
子
育
て

を
す
る
上
で
不

便
に
感
じ
る
と

こ
ろ
、
生
徒
数

アワビ種苗施設を視察
産業経済常任委員会

る
宮
古
市
田
老
町
の
田
老

漁
協
ア
ワ
ビ
種
苗
生
産
施

設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

同
漁
協
の
小
林
昭
榮
代

表
理
事
組
合
長
は
、「
昭

和
５６
年
稚
貝
を
買
い
、
中

間
育
成
し
放
流
し
た
こ
と

が
始
ま
り
で
、
現
在
の
施

設
を
平
成
５
年
に
５
億
円

か
け
整
備
。
津
波
で
全
壊

し
復
旧
に
１１
億
円
か
け

た
。
毎
年
１
２
０
万
個
の

稚
貝
を
作
り
放
流
し
、
４

年
目
か
ら
採
る
。
２９
年
間

で
２
４
８
０
万
個
放
流

し
、
約
１
６
０
万
個
採
れ
た
」

と
説
明
。

　

畠
山
昌
彦
指
導
増
殖
課
長

は
、「
投
資
効
果
は
あ
る
も
の

の
ア
ワ
ビ
の
成
長
に
適
し
た
温

度
や
水
質
管
理
な
ど
、
多
く
の

課
題
も
あ
る
」
と
難
し
さ
を
口

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
漁
協
の
組
合
員
は
４
５
０

人
。
小
林
組
合
長
は
「
昭
和
の

初
め
田
老
で
は
９０
㌧
も
の
ア
ワ

ビ
が
採
れ
た
が
震
災
後
は
２０
㌧

ま
で
減
。
田
老
の
資
源
は
ア
ワ

ビ
で
あ
り
漁
業
者
の
生
活
を

守
っ
て
き
た
。
安
定
し
た
稚
貝

を
放
流
し
、
毎
年
５０
㌧
揚
げ
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

摂待地区にある田老漁協のアワビ種苗生産施設

第
６
回
臨
時
議
会

「
く
ろ
さ
き
荘
」の

空
調
設
備
を
修
繕

約
１
億
６
千
万
円
で

羅
賀
橋
の
工
事
契
約

第
８
回
臨
時
議
会

太
田
名
部
公
民
館

新
築
工
事
の
請
負

駅
観
光
セ
ン
タ
ー
の

開
所
記
念
予
算
を
増

　

沢
山
橋
の
工
事
で
、
車
両
や

通
行
の
規
制
を
よ
り
最
小
限
に

し
な
が
ら
施
工
を
す
る
た
め
の

工
事
費
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。

　

▽
工
事
名
…
村
道
普
代
駅
前

１
号
線
（
沢
山
橋
）
道
路
改
良

工
事
▽
場
所
…
羅
賀
・
中
村
・

普
代
地
内
▽
契
約
額
…
６
１
７

８
万
２
４
８
０
円
▽
請
負
者
…

宮
城
建
設
株
式
会
社

▽
普
代
村
観
光
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
…
普
代
駅
舎
の
観
光
セ

ン
タ
ー
増
改
築
工
事
に
伴
い
、

新
た
な
貸
店
舗
の
使
用
料
（
観

光
セ
ン
タ
ー
新
築
分
）
、
面
積

１
１
３
・
４６
㎡
を
月
額
４
万
５

１
９
０
円
に
し
ま
し
た
。

▽
休
養
施
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
…
補
正
額

２
３
７
万
９
千
円
を
増
額
し
、

総
額
で
１
億
２
１
８
７
万
９
千

円
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
く
ろ
さ
き
荘
大
浴
場

の
給
湯
設
備
の
修
繕
４２
万
２
千

円
、
消
費
税
納
付
金
１
９
５
万

７
千
円
で
す
。

村
道
駅
前
１
号
線

変
更
請
負
契
約

そ
の
他
の
議
案

子育て世代のお母さん方と意見交換する委員（役場）

　

産
業
経
済
常

任
委
員
会
は
野

場
義
時
委
員
長

ほ
か
、
嵯
峨
典

行
副
委
員
長
、

大
上
浩
史
委

員
、
熊
谷
有
耕

委
員
の
４
人
が

参
加
。

　

同
委
員
会
で

は
、
村
の
地
方

創
生
事
業
で
、

ア
ワ
ビ
の
蓄
養

実
験
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
事
業

に
関
連
性
の
あ

こ
ん
な
こ
と
が
、
決
ま
り
ま
し
た

委 員 会
リポート
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事務局
日誌から ７月８日～１０月６日

議会の動き
月　日 場　　所 事　　　　項 出　席　者
７月　８日 久慈市 小野寺敬作氏新岩手農業協同組合代表理事組合長就任祝賀会 議長
１６日 普代浜園地 普代浜園地キラウミ安全祈願 議長

１９日
役場 議会運営委員会、村議会第５回臨時会、議会全員協議会、議

会広報常任委員会、産業経済常任委員会 各委員・各議員

久慈市 久慈自動車学校お取引先様懇親会 議長
２０日 盛岡市 地方創生推進勉強会 中上議員

２４日
久慈市 久慈広域連合議員全員協議会 大上・野場議員
久慈市 第９回久慈広域連合議会臨時会 大上・野場議員

２５日 久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員
２６～２７日 盛岡市 第４９回町村議会夏季議員大学講座 嵯峨・中上・正路・金子議員

２７日 役場 第１回ふだいまつり実行委員会 正副議長
２８日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合議会臨時会 熊谷議員
３１日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員

８月　４日
英霊塔前 戦没者追悼式 各議員

役場 議会運営委員会、村議会第６回臨時会、総務常任委員会、産
業経済常任委員会 各委員・各議員

８日 久慈市 久慈地区市町村議会連絡協議会定例総会 正副議長
２２日 久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員

２３日
役場ほか 市町村からの要望 各議員
役場 総務常任委員会 各委員

２５日 盛岡市 第５５回知事を囲む懇談会 議長
２８日 役場 総務常任委員会 各委員

２９日
役場 自由民主党岩手県支部連合会に係る「市町村重点要望調査」 金子総務常任委員長
宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員
東京都 重点要望に関する中央実行運動 議長

３０～３１日 東京都 中央研修会並びに岩手県選出国会議員との懇談会 正副議長
９月１～３日 村内 ふだいまつり 各議員

７日 役場 議会運営委員会 各委員
８日 矢巾町 総務常任委員会（行政視察） 各委員
９日 うねとり荘 ふれあい敬老会 議長

１３～１５日 役場 村議会第７回定例会 各議員
２１日 田老漁協 産業経済常任委員会（行政視察） 各委員

２２日
社会体育館 普代村敬老会 各議員
盛岡市 矢巾の恵みを味わう夕べ普代の海の幸とともに 議長

２４日 村内 普代村防災訓練 各議員

２６日
久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員
宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員

２９日 役場 議会運営委員会、村議会第８回臨時会、議会全員協議会、議
会広報常任委員会 各委員・各議員

１０月　１日 太田名部漁港 海フェスタｉｎふだい２０１７ 各議員
３～５日 北海道福島町ほか 産業経済常任委員会（行政視察） 嵯峨・大上・野場・熊谷議員

４日 盛岡市 第２回政務調査会、第３回定例理事会 議長
６日 盛岡市 第６回委員長研修会 中上・正路・金子・野場議員

　本号または過去の「ふだい議会だより」は、村ホームページ（http://www.vill.fudai.iwate.jp/）から
見ることができます。トップページの行政情報をクリックし、次のページの右下にある　　　　　　を
クリックしてください。ぜひ、この機会にウェブサイトもご覧ください。
見ることができます。トップページの行政情報をクリックし、次のページの右下にある　　　　　　を議会だより

　県町村議会議長会主催の委員長研修が１０月６日開か
れ、県内から議員ら約８０人が参加。山梨学院大学法学
部教授の江藤俊昭氏が「議会運営における委員会・委員
長の役割」と題して講演しました。

　市町村要望が８月２３日、役場などで行われ、村とと
もに県に 6項目を要望しました。
　①岩泉平井賀線普代線の改良促進 ②三陸沿岸道路普
代インターチェンジ付近の県道の改良工事 ③県道普代
小屋瀬線の改良 ④普代川河口の整備 ⑤台風１０号による
災害復旧 ⑥普代水門・太田名部防潮堤の長寿命化対策

　９月２２日、社会体育館で敬老会が行われました。村
内各地区から約１７７人が参加。議員も出席し、皆さんの
健康と長寿を祝いました。

　村の一大イベント「海フェスタｉｎふだい」が１０月１
日、太田名部漁港で行われました。村内外から村の人口
を超える約３０００人が来場。議会では、来賓コーナーを
受け持ち、イカやホタテ、マンボウの串焼き、タコの刺
身などを振る舞いました。

議場以外の議場以外の議場以外の 議会活動

　今号の「議会だよりふだい」では、４㌻で決算特

別委員会、１３㌻では委員会リポートとして「総務

常任委員会」「産業経済常任委員会」などの文言が

出てきました。

　まず、委員会ですが、これは議会の内部組織とし

て、本会議における審議の予備的審査、調査機関と

して設置されています。普代村議会では、議会運営

委員会、総務常任委員会、産業経済常任委員会、議

会広報常任委員会が設置され、特別委員会としては、

予算・決算審査特別委員会が設置されています。

　議員は、「少なくとも一つの常任委員となる」と

条例で決まっています。誰がどの委員会になるか

は、任期のはじめに決めます。

　委員会の内容ですが、総務常任委員会は、総務的

なものや教育に関する事務の調査や議案、請願・陳

情等の審査。産業経済常任委員会は、産業経済、土

木に関する事務の調査や議案、請願、陳情などの審

査。議会広報常任委員会は、議会広報と議会だよ

りの編集・発行をします。

　常任委員の任期は２年です。

教えて議会のこと！
議会における委員会の役割



ふだい議会だよりは
スマートフォンでも
ご覧になれます。
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今回の「議会だより」は、いかがでしたか。皆さんの感想をお待ちしています。　一緒に考えよう　この村のカタチ。
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▼
今
回
の
議
会
だ
よ
り
編
集
を

終
え
て
感
じ
た
の
は
、
今
後
結

果
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
が
山
積
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
。
小
中
一
貫
校
建

設
、
職
員
人
材
確
保
、
駅
舎
改

修
効
果
、
普
代
ダ
ム
観
光
地
化

計
画
、「
㈱
青
の
国
ふ
だ
い
」
の

運
営
効
果
。
そ
れ
に
加
え
、
人

口
減
、
農
漁
業
の
振
興
と
大
き

な
問
題
ば
か
り
で
す
。「
結
果
が

出
な
く
て
も
、
事
業
さ
え
や
れ

ば
役
所
は
実
績
に
な
る
と
思
っ

て
い
る
」
と
い
う
住
民
の
声
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
結
果
オ
ー

ラ
イ
に
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

（
中
上
一
登
）

▼
今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
１１

月
を
迎
え
て
、
朝
晩
の
気
温
が

１０
度
を
下
回
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
秋
か
ら
冬
へ
と
季
節
は

移
っ
て
い
ま
す
。
寒
さ
に
し
っ

か
り
備
え
て
風
邪
を
ひ
か
な
い

よ
う
に
、
そ
し
て
、
今
号
の
議

会
だ
よ
り
の
表
紙
写
真
や
議
会

の
動
き
の
写
真
の
よ
う
に
、
皆

さ
ん
、
笑
顔
で
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

（
森
田
幸
一
）

あ
と
が
き

未来予想図　Fudai
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　１０月２５日に森づくり大会に参加して、コナ

ラを植えました。土を掘るのが大変だったけど、

１０本以上植えることができて、よかったです。

よい体験ができました。　　　　　　　　　　

　普代のよいところは、自然が豊かで人が優し

いところです。父さんは漁師をしているので、

海のおいしいものも食べられます。今はショッ

コ（カンパチの幼魚）の刺身がおいしいです。

　ぼくが大人になっても、ずっと豊かな山や海、

自然が残っている村でいてほしいです

自然が豊かな普代！

太
お お た

田　海
か い と

斗さん（普代小６年）

　普代の好きなところは、近所の人、スクール

ガードの人とか、みんな優しいところです。歩

いていると、よくみんなに「元気！」とか声を

掛けられます。　　　　　　　　　

　私は普代のことをあんまり考えたことがない

けど、普代ってなんかいいんです！ 雰囲気がい

いんです！ だから私は、ずっと普代にいたいで

す。まだ、分からないけど、将来は、お母さん

みたいな介護福祉士の仕事をしたいと思ってい

ます

普代ってなんかいい！

澤
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口　亞
あ み

海さん（普代小６年）

　村議会定例会は、３月、６月、９月、１２月の
年４回、役場３階の議会議場で開かれます。議
員は議場でどんな発言をしているのか、また、
どんな村づくりを考えているのか、今後の村の
方向性を直接聞くことができるよい機会です。
ぜひ、お越しください。
　また、役場１階にある村民ホールのテレビで
も議会中継を見ることができますので、お気軽
にどうぞ。
　９月定例会の議場での傍聴者は１３人でした。

問＝議会事務局（☎３５－２１１８）

次回は１２月中旬を予定
お待ちしています！！

議会にお出
い

でください。

９月定例会を傍聴する皆さん

傍聴者の感想！
　「青の国ふだい」のことや副村長の辞任のこと
など、私たちの関心のあることが一般質問とし
て出て、村長さんや議員さん、それぞれの考え
を聞くことができてよかったです。非常に興味
があったことを聞かせていただいて、議会に対
して親近感が持てるようになりました。

普代ってなんかいい普代ってなんかいい！！

さん（普代小６年）さん（普代小６年）


